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第34飲料水供給施設（27戸）
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キトウシ地区専用水道（キトウシ森林公園）

進化台地区専用水道（専門学校＋5戸）

キトウシ地区飲料水供給施設（10戸）

（注2）飲料水供給施設
50人以上（地下水汚染地域にあっては
この限りではない）100人以下を給水人
口とする飲料に適した水を供給する施設。

（注1）専用水道
寄宿舎や社宅（マンション）、
療養所などにおける自家用
の水道。水源の規定はない。

（注3）地下水盆
1つの大規模な帯水層、または帯水層群の分
布地域のこと。日本には 210の地下水盆が存
在するとされ、 特に九州地方が突出して多い。

「
上
水
道
の
な
い
町
」

そ
の
水
源
と
定
義

　

東
川
町
は
「
上
水
道
の
な
い
町
」
を

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
に
し
て
い

ま
す
ね
。
た
だ
し
、
厳
密
に
言
う
と

「
水
源
が
地
下
水
」
で
あ
る
こ
と
と
、
水

道
法
が
定
め
る
「
上
水
道
」
が
な
い
こ

と
は
、
意
味
合
い
が
少
し
異
な
り
ま
す
。

　

日
本
の
水
道
法
に
お
け
る
「
水
道

（
上
水
道
）」
と
は
、「
導
管
や
工
作
物
に
よ

り
、
水
を
人
の
飲
用
に
適
す
る
水
と
し

て
供
給
す
る
施
設
の
総
体
」
を
指
し
ま

す
。
そ
し
て
給
水
人
口
が
５
０
０
１
人

以
上
な
ら
ば
、
た
と
え
水
源
が
地
下
水

で
も
「
上
水
道
」
で
す
し
、
給
水
人
口

が
１
０
１
人
以
上
５
０
０
０
人
以
下
な

ら
ば
「
簡
易
水
道
」。
い
ず
れ
も
水
道

法
の
対
象
と
な
る
「
上
水
道
」
で
す
。

つ
ま
り
、
日
本
で
は
水
道
を
給
水
人
口

で
定
義
し
て
い
る
の
で
す
。
熊
本
市
の

水
源
は
地
下
水
で
す
が
、
約
74
万
人
が

住
む
の
で
「
上
水
道
が
あ
る
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

東
川
町
の
特
徴
は
、
約
８
３
０
０
人

が
住
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
圧
倒
的
多
数
が
「
自
前
の
井
戸
」
で

給
水
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
「
専
用
水

道
」（
注
１
）
や
、
水
道
法
に
基
づ
く
水
道

事
業
に
は
該
当
し
な
い
「
飲
料
水
供
給

施
設
」（
注
２
）
が
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
割

合
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
ほ
と
ん
ど
が
自

前
の
井
戸
で
す
。「
上
水
道
の
な
い
町
」

と
聞
い
て
、
た
し
か
に
そ
う
も
言
え
る

と
思
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
飲
料
水
供
給
施
設
は
、

水
道
法
に
基
づ
く
水
道
事
業
で
は
な
い

た
め
塩
素
消
毒
の
法
的
な
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
多
く
の
自
治
体
で
は
条
例

に
よ
り
塩
素
消
毒
を
行
な
う
よ
う
に
定

め
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
個
人
宅
に
設

置
さ
れ
た
井
戸
に
つ
い
て
も
、
衛
生
的

な
安
全
性
の
確
認
が
必
要
で
す
。

良
質
だ
か
ら
で
き
る

「
分
散
型
」の
水
供
給

　

東
川
町
が
飲
料
水
を
自
前
の
井
戸
で

供
給
で
き
る
最
大
の
理
由
は
、
質
の
よ

い
地
下
水
が
大
量
に
存
在
す
る
か
ら
で

す
。
実
は
、
首
都
圏
も
湧
水
は
多
い
の

で
す
が
、
汚
染
さ
れ
て
飲
料
水
に
適
さ

な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
の
点
、
東

川
町
は
汚
染
を
受
け
に
く
い
土
地
に
位

置
し
、
人
口
密
度
が
あ
ま
り
高
く
な
い

の
で
汚
染
さ
れ
る
危
険
性
が
低
い
う
え
、

地
下
水
の
保
全
条
例
を
定
め
て
「
地
下

水
を
守
る
努
力
」
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
下
水
の
利
用
量
が
あ
ま

り
多
く
な
い
。
熊
本
市
も
地
下
水
は
豊

富
で
す
が
、
工
場
を
誘
致
す
る
な
ど
し

た
結
果
、
利
用
量
が
増
え
て
地
下
水
盆

（
注
３
）
が
小
さ
く
な
っ
た
の
で
、
地
下

水
を
涵
養
し
よ
う
と
動
い
て
い
ま
す
。

　

厳
密
な
定
義
は
別
に
し
て
、
東
川
町

が
「
上
水
道
の
な
い
町
」
を
唱
え
る
こ

と
で
、
対
外
的
に
は
「
こ
れ
か
ら
も
地

下
水
を
守
っ
て
い
く
」
と
宣
伝
で
き
ま

す
し
、
町
民
に
対
し
て
は
「
自
分
た
ち

は
地
下
水
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
訴
え
る
こ
と
に
も
な
る
。
町
と

し
て
定
点
観
測
用
の
井
戸
を
持
ち
、
定

地
下
水
を
持
続
可
能
に
す
る

自
然
の
恵
み
と
人
の々
努
力

全
町
民
が
地
下
水
で
暮
ら
す
東
川
町
は
、「
上
水
道
の
な
い
町
」
を
標
榜
し
て
い
る
。
一
般
的
な
上
水
道
を
「
集
中
管
理
型
」

の
水
供
給
シ
ス
テ
ム
と
す
る
な
ら
ば
、
各
戸
が
電
気
ポ
ン
プ
な
ど
で
地
下
水
を
汲
み
上
げ
て
利
用
す
る
東
川
町
は
「
分
散

型
」
と
い
え
る
。
町
域
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
水
道
網
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
東
京
大

学
大
学
院
の
教
授
で
厚
生
労
働
省
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
検
討
会
の
座
長
な
ど
を
務
め
る
滝
沢
智
さ
ん
に
聞
い
た
。
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東
川
町
が
推
奨
す
る
深
さ
は
20
.0
ｍ
以
上
程
度

表土

れき

ホームポンプ

井戸（掘削する穴）

揚水管（水吸い上げ用）

パッカー
給水する地層以外からの水を止水処理する。
ストレーナーから上0.5m程度に設置

ストレーナー加工
（穴から地下水が入り、吸い上げる）

砂だまり

※推奨 二重パッカー
　上部 シュロ皮／下部 ナイスシール

φ66mm

自然水位GL-3～7m

口径φ32mm程度

P

GL（地盤面）

礫混じり玉石層
（帯水層①）

礫混じり粘土層
（不透水層）
礫混じり
玉石層 0.5m 程度

0.5m 程度

4.0m 程度

1.0m 程度

砂礫層
（帯水層②）
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キトウシ地区専用水道（キトウシ森林公園）

進化台地区専用水道（専門学校＋5戸）

キトウシ地区飲料水供給施設（10戸）
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第8行政区飲料水供給施設（4戸）

東忠別地区飲料水供給施設（9戸）

第29飲料水供給施設（5戸）

第34飲料水供給施設（27戸）

第14飲料水供給施設（3戸）

キトウシ地区専用水道（キトウシ森林公園）

進化台地区専用水道（専門学校＋5戸）

キトウシ地区飲料水供給施設（10戸）

※東川町が衛生的で安全な生活用水を町民が得るための参考とし
て、個人が設置する標準的な飲用水施設の構造を記したもの　
※地層の状況は場所によって異なること、井戸を設置した場合は飲
料水として問題ないか水質検査を行なう必要があること、水質検査
の結果は井戸施工業者から必ず受け取ることなども併記している　
出典：東川町発行『東川町の地下水 2020年度版』

※飲料水供給施設と専用水道は東川町が整備し、飲料水を供給　
※使用料は無料。ただし、受益者分担金ならびに維持管理に要する経費は徴収している　
出典：東川町発行『東川町の地下水 2020年度版』

東川町の飲料水供給施設。
井戸を掘っても地下水が得ら
れにくい地域に設置している

大雪旭岳源水を汲んで持ち帰る札幌市在住
のご家族。「東川町の水は有名」と言う

■東川町の給水標準図

■東川町の飲料水供給施設と専用水道

期
的
に
水
質
を
検
査
し
て
結
果
も
公
表

し
て
い
ま
す
し
、
地
下
の
地
層
図
も
示

し
て
い
ま
す
。
地
下
水
を
た
ん
に
Ｐ
Ｒ

す
る
の
で
は
な
く
、
考
え
得
る
す
べ
て

の
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
姿
勢
が
、
良
質
な
地
下
水
を
維

持
し
、「
集
中
管
理
型
」
で
は
な
い
、
東

川
町
な
ら
で
は
の
「
分
散
型
」
水
供
給

シ
ス
テ
ム
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
す
。

当
た
り
前
で
は
な
い

自
分
た
ち
の
財
産

　

こ
れ
か
ら
も
地
下
水
を
維
持
す
る
た

め
に
気
を
つ
け
た
い
の
は
、
水
質
の
事

故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
で
す
。
飲
み
水

か
ら
大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
た
り
、
誰
か

が
健
康
を
害
し
た
り
す
れ
ば
、
イ
メ
ー

ジ
が
悪
く
な
り
ま
す
。
大

雨
で
家
畜
の
排
泄
物
が
流

れ
出
て
、
地
下
水
を
汚
染

し
た
事
例
も
海
外
に
は
あ

る
の
で
す
。

　

地
震
も
リ
ス
ク
で
す
。

２
０
１
８
年
（
平
成
30
）
９

月
の
北
海
道
胆い

振ぶ
り

東
部
地

震
で
は
、
停
電
で
ポ
ン
プ

が
動
か
せ
ず
水
が
汲
め
な

か
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
（
平
成
28
）
の

熊
本
地
震
で
は
、
地
盤
が

緩
ん
で
帯
水
層
に
砂
が
混

じ
り
、
飲
む
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
地
下
水

を
汲
み
上
げ
る
パ
イ
プ
が
曲
が
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
管
や
合
併
浄
化
槽
と
い

っ
た
地
下
埋
設
物
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。
東
川
町
の
地
下
水
位
は
３
～
７
ｍ

と
比
較
的
浅
い
の
で
、
仮
に
下
水
管
か

ら
漏
れ
る
と
汚
染
が
広
範
囲
に
広
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
敷
地
が
広
け
れ
ば

自
宅
で
洗
車
を
す
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
土
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
す
き
間
か
ら
洗
剤
が
地
下
に

浸
透
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

車
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
洗
車
場
で

洗
っ
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
し
た
リ
ス
ク
を
理
解
し
、
地
震

な
ど
に
備
え
て
３
日
分
の
飲
料
水
を
用

意
す
る
、
自
宅
を
改
築
す
る
際
は
技
術

の
高
い
施
工
会
社
に
依
頼
す
る
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
の
心
備
え
が
重
要
で
す
。

　

か
つ
て
、
上
水
道
が
開
通
し
た
当
初

は
「
水
が
来
た
」
と
喜
ば
れ
ま
し
た
が
、

今
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
の
日
本
で
、
東
川
町
の
よ
う
に

地
下
水
だ
け
で
暮
ら
せ
る
地
域
は
極
め

て
稀
で
す
。
そ
の
環
境
を
維
持
す
る
に

は
「
地
下
水
を
大
切
に
し
よ
う
」
と
町

民
が
心
を
合
わ
せ
、
努
力
を
続
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

「
当
た
り
前
」
と
思
わ
ず
に
、
自
分
た

ち
の
財
産
と
し
て
子
や
孫
の
世
代
に
受

け
継
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
２
０
２
０
年
12
月
18
日
／
リ
モ
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

【地下水と水道】

35 地下水を持続可能にする自然の恵みと人々の努力


